
2013 年 4 月（春号） 北 口 ゆ う こ う 道 政 便 り 第 35 号（1）

方
の
対
等
な
関
係
を
構
築
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
大
き
く
後

に
つ
い
て
も
甚
大
な
影
響
を

受
け
る
と
し
て
い
ま
す
。

ゆゆ
うう
ＴＰＰで郷土

ふ る さ と

崩壊！
元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

逼
迫
す
る

道
財
政

北
海
道
の
平
成
25
年
度
予
算

は
、
一
般
会
計
で
２
兆
６
８
７

５
億
円
、
特
別
会
計
で
５
８
６

９
億
円
の
合
計
３
兆
２
７
４
４

億
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会

計
で
は
、
24
年
度
当
初
予
算
に

比
べ
２
％
減
で
、
当
初
予
算
ベ

ー
ス
で
６
年
連
続
の
減
少
と
な

っ
て
い
ま
す
。
道
税
は
前
年
度

並
み
を
確
保
す
る
も
の
の
、
地

方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
、
24
年

度
末
の
道
債
残
高
見
込
み
は
５

兆
９
１
０
０
億
円
に
膨
ら
み
、

財
政
状
況
は
、
さ
ら
に
厳
し
さ

を
加
え
て
い
ま
す
。

高
橋
知
事
が
知
事
に
就
任
し

て
10
年
。
財
政
再
建
と
し
て
、

地
域
や
道
民
に
負
担
や
痛
み
を

強
い
る
形
で
進
め
ら
れ
な
が
ら
、

経
済
活
性
化
や
雇
用
確
保
、
地

域
振
興
な
ど
で
は
ま
っ
た
く
効

果
が
あ
げ
ら
れ
な
い
で
い
る
こ

と
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

昨
年
末
に
発
足
し
た
安
倍
政

権
は
、
公
共
事
業
費
の
大
幅
増

額
を
軸
に
す
る
大
型
補
正
予
算

を
編
成
。
道
も
こ
れ
に
伴
う
総

額
１
５
０
０
億
円
の
補
正
予
算

を
２
月
に
組
ん
だ
こ
と
な
ど
に

よ
っ
て
、
道
債
残
高
は
23
年
度

末
に
比
べ
１
３
０
０
億
円
も
増

加
し
ま
し
た
。
こ
の
一
方
で
、

地
方
交
付
税
は
、
国
が
一
方
的

に
自
治
体
人
件
費
削
減
相
当
分

の
引
き
下
げ
方
針
を
打
ち
出
す

な
ど
し
た
こ
と
か
ら
、
新
年
度

予
算
は
、
実
質
140
億
円
と
過
去

最
大
の
赤
字
編
成
と
な
り
ま
し

た
。
予
算
案
の
内
容
は
、
「
新

た
な
行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組

み
」
に
基
づ
く
財
政
緊
縮
型
の

一
律
削
減
を
行
っ
て
お
り
、
従

来
の
縦
割
り
要
求
を
残
し
た
ま

ま
で
、
「
選
択
と
集
中
」
は
果

た
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

地
方
自
治
を

否
定

地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、
安

倍
政
権
に
よ
る
一
方
的
な
地
方

交
付
税
削
減
や
公
共
事
業
費
の

大
幅
な
積
み
上
げ
は
、
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
地
方
自
治
の
本

旨
に
反
す
る
自
治
体
職
員
人
件

費
削
減
や
、
地
方
財
政
に
新
た

な
危
機
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い

公
共
事
業
の
大
幅
拡
充
な
ど
の

動
き
は
、
民
主
党
政
権
下
で
積

み
上
げ
ら
れ
て
き
た
、
国
と
地

退
さ
せ
る
も
の
で
す
。

畑
作
酪
畜
は

壊
滅

安
倍
首
相
は
３
月
15
日
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
へ
の
交
渉
参
加
を
表

明
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は
、

農
業
を
は
じ
め
と
す
る
一
次
産

業
ば
か
り
で
な
く
、
医
療
・
社

会
福
祉
、
金
融
・
保
険
、
労
働

市
場
な
ど
多
岐
に
及
ぶ
も
の
で
、

わ
が
国
の
産
業
、
経
済
、
社
会

の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い

も
の
で
す
。

特
に
、
農
業
を
基
幹
産
業
と

す
る
北
海
道
に
と
っ
て
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
協
定
に
参
加
し
た
場
合
、
甚

大
な
影
響
が
予
定
さ
れ
ま
す
。

道
庁
に
よ
る
国
の
影
響
額

に
基
づ
く
試
算
で
は
、
農
業
算

出
額
で
４
９
３
１
億
円
、
関
連

産
業
の
影
響
で
３
５
３
２
億

円
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
で
７

３
８
３
億
円
の
合
計
１
兆
５

８
４
６
億
円
の
影
響
を
受
け

る
と
の
結
果
で
す
。

品
目
別
で
は
、
て
ん
菜
や
澱

粉
原
料
用
馬
鈴
薯
が
壊
滅
的

影
響
を
受
け
、
牛
肉
・
乳
製
品

ここ
うう
便便
りり
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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
21

日
に
開
会
。
平
成
25
年
度
道
予

算
、
生
物
の
多
様
性
の
保
全
等

に
関
す
る
条
例
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

に
関
す
る
決
議
」
、
「
地
方
交
付

税
及
び
地
方
公
務
員
給
与
に
関

す
る
意
見
書
」
な
ど
を
可
決
し
、

３
月
22
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

会
派
と
し
て
は
、
知
事
就
任

10
年
間
の
道
政
や
行
財
政
運
営
、

原
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
地

域
医
療
問
題
、
経
済
・
雇
用
対

策
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
応
、
Ｈ
Ａ

Ｃ
の
経
営
な
ど
に
つ
い
て
質
疑

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

高
橋
知
事
か
ら
は
、
知
事
と
し

て
の
責
任
あ
る
明

確
な
答
弁
は
述
べ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。北

口
道
議
は
、

３
月
６
日
の
一
般

質
問
の
中
で
、
①

支
庁
制
度
改
革
と

自
治
の
あ
り
方
に

つ
い
て
②
道
有
未

利
用
地
の
活
用
に

つ
い
て
③
地
域
医

療
に
つ
い
て
④
介

助
犬
の
育
成
・
認

定
に
つ
い
て
、
⑤

道
立
自
然
公
園
に

お
け
る
ス
ノ
ー
モ

ビ
ル
の
乗
り
入
れ

に
つ
い
て
⑥
漁
業

者
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
質

問
し
て
き
ま
し
た
。
質
問
と
答

弁
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

支
庁
制
度
改
革
検
証
を

問

支
庁
制
度
改
革
に
関
し
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成

果
と
課
題
に
つ
い
て
は
。

答

各
振
興
局
を
地
域
づ
く
り

の
拠
点
と
位
置
づ
け
、
地
域

に
徹
底
し
て
こ
だ
わ
る
。
振

興
局
機
能
の
充
実
強
化
に
向

け
、
改
革
後
の
組
織
面
や
機

能
面
の
検
証
を
不
断
に
行
う
。

問

小
規
模
自
治
体
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
、
北
海

道
の
自
治
の
あ
り
方
に
対
す

る
知
事
の
考
え
は
。

答

今
後
の
自
治
の
あ
り
方
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
小
規

模
自
治
体
も
含
め
た
各
市
町

村
の
実
態
や
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
道
の
支
援
の
あ
り
方
な
ど
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

道
有
未
利
用
地
の

活
用
を

問

道
有
未
利
用
地
の
活
用
で

は
、賃
貸
料
を
下
げ
て
で
も
貸

す
べ
き
で
は
。
ま
た
、
賃
貸
の

入
札
に
つ
い
て
、予
定
価
格
を

事
前
公
表
と
し
て
は
。

答

貸
し
付
け
に
お
け
る
入
札

予
定
価
格
の
事
前
公
表
や
、

貸
付
料
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

他
県
を
調
査
研
究
し
、
検
討

を
進
め
て
い
く
。

介
助
犬
の

育
成
・

認
定
は

問

介
助
犬
の
育
成
に
向
け
た

検
討
の
状
況
と
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
は
。

答

新
年
度
か
ら
、
専
門
の
相

談
窓
口
を
設
置
し
、
理
学
療

法
士
な
ど
が
道
外
の
養
成
・

訓
練
施
設
と
連
携
を
し
な
が

ら
相
談
に
応
じ
、
介
助
犬
等

を
希
望
す
る
方
々
へ
の
支
援

体
制
の
強
化
に
努
め
る
。

ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
の

規
制
を

問

天
塩
岳
道
立
自
然
公
園
に

お
け
る
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の

乗
り
入
れ
規
制
に
つ
い
て
は
。

答

地
元
市
町
村
や
森
林
管
理

局
な
ど
の
関
係
団
体
等
と
連

携
し
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の

乗
り
入
れ
自
粛
を
呼
び
か
け
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
規

制
地
区
を
指
定
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
の
調
整
、
必
要

な
手
続
を
進
め
る
。

漁
業
者
の

安
全
対
策
を

問

漁
業
者
の
生
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、
救
命
胴
衣
の
着
用

促
進
を
含
め
、
海
難
事
故
防

止
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む

べ
き
で
は
。

答

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

一
層
強
化
し
、
漁
協
の
総
会

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
、
救
命
胴
衣
の
着
用
と
安

全
操
業
の
徹
底
を
図
り
、
海

難
事
故
の
防
止
に
向
け
全
力

で
取
り
組
む
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

●
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

の
核
実
験
に
抗
議
す
る
決
議

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
決
議

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
へ
の
参

加
に
関
す
る
意
見
書
●
地
方
交

付
税
及
び
地
方
公
務
員
給
与
に

関
す
る
意
見
書
●
ト
ン
ネ
ル
じ

ん
肺
根
絶
に
向
け
た
抜
本
的
な

対
策
を
求
め
る
意
見
書
●
Ｂ
型

肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
患
者
の
救
済

に
関
す
る
意
見
書
●
水
難
救
難

所
員
の
身
分
保
障
制
度
の
確
立

と
救
助
活
動
に
対
す
る
支
援
制

度
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

第
１
回
定
例
道
議
会
報
告
（
２
月
21
日
～
３
月
22
日
）

一
般
質
問
で
知
事
の
考
え
を
質
す
（
３
月
６
日
）
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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
１
月
～
３
月
）

酪畜対策で高市自民党政調会長へ要請（1 月 18 日）北海道歯科医師会新年の集いで挨拶（1 月 19 日）

小笠原日甜社長（左から 2 人目）と懇談（1 月 23 日）道北歌謡研究会新年交礼会（1 月 27 日）

道議仲間と福岡県議会を視察（2 月 12 日）TPP で徳永エリ参議院議員へ要請（2 月 27 日）

南士別町の皆さんとボウリングで交流（3 月 3 日）

↑
士
風
山
登
山
会
（
３
月
24
日
）

美瑛町農民連盟定期総会で挨拶（3 月 2 日）

↓
士
別
市
立
中
多
寄
小
学
校
閉
校

式
典
で
挨
拶
（
３
月
17
日
）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
１
月
～
３
月
分
）

◆
１
月
２
日
【
年
頭
街
宣
】
▼
恒

例
と
な
っ
て
い
る
年
頭
街
宣
活

動
を
行
っ
て
き
た
▼
今
日
の
街

宣
活
動
に
は
、
民
主
党
第
６
区

総
支
部
代
表
の
佐
々
木
隆
博
前

衆
議
院
議
員
と
出
合
孝
司
士
別

市
議
、
松
ケ
平
哲
幸
士
別
市
議

と
私
で
、
和
寒
町
、
剣
淵
町
、

士
別
市
内
４
ヶ
所
の
合
計
６
ヶ

所
で
、
当
面
の
道
政
課
題
等
に

つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
▼
今
日
は
、
昨
日
ま
で
の

吹
雪
は
嘘
の
よ
う
に
、
時
折
太

陽
も
顔
を
出
す
お
天
気
に
恵
ま

れ
、
絶
好
の
街
宣
日
和
で
あ
っ

た
が
、
日
が
陰
る
と
や
は
り
寒

く
、
午
後
４
時
半
頃
に
は
街
宣

を
切
り
上
げ
た
。

◆
２
月
16
日
【
下
士
別
小
学
校

閉
校
式
典
】
▼
士
別
市
立
下
士
別

小
学
校
の
閉
校
式
典
及
び
惜
別

会
に
出
席
し
て
き
た
▼
「
未
来

に
向
か
っ
て

心
豊
か
に

た

く
ま
し
く

生
き
る
子
」
を
学

校
教
育
目
標
に
掲
げ
る
士
別
市

立
下
士
別
小
学
校
は
、
明
治
35

年
「
下
士
別
簡
易
教
育
所
」
と

し
て
開
校
。
今
年
度
で
111
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
（
中
略
）

▼
今
日
の
閉
校
式
典
に
は
、
下

士
別
小
学
校
の
最
後
を
見
よ
う

と
、
町
内
は
も
と
よ
り
道
外
か

ら
も
多
く
の
同
窓
生
が
駆
け
つ

け
、
厳
粛
な
中
に
も
つ
つ
が
な

く
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
私
は

「
私
も
閉
校
の
経
験
を
持
っ
て

お
り
、
大
和
小
学
校
の
最
後
の

卒
業
生
だ
。
同
窓
生
や
地
域
の

皆
さ
ん
の
惜
別
の
情
は
ひ
と
し

お
と
思
う
が
、
そ
の
歴
史
は
消

え
る
こ
と
が
な
く
み
ん
な
の
心

の
中
に
脈
々
と
生
き
続
け
る
。」

と
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
そ
の
後
の
11
名
の
児
童

に
よ
る
お
別
れ
の
言
葉
は
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
涙
を
誘
い
、
感

動
の
言
葉
で
も
あ
っ
た
。
こ
の

子
ど
も
た
ち
が
、
新
し
い
学
校

で
も
、
多
く
の
お
友
達
を
つ
く

り
、
し
っ
か
り
勉
強
に
励
ん
で

ほ
し
い
と
思
っ
た
。

◆
３
月
18
日【
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

に
関
す
る
緊
急
要
請
行
動
】
▼
先

日
15
日
、
安
倍
総
理
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
表
明
を
受
け
、
高
橋

知
事
を
筆
頭
に
オ
ー
ル
北
海
道

で
抗
議
の
意
志
も
含
め
た
緊
急

要
請
行
動
を
行
っ
て
き
た
▼
今

回
の
緊
急
要
請
内
容
は
、
①
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
に
つ
い
て
、
早
急
に
、

よ
り
具
体
的
な
情
報
提
供
と
説

明
を
行
う
こ
と
②
こ
れ
ま
で
我

が
国
が
締
結
し
て
き
た
Ｅ
Ｐ

Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
関
税
撤

廃
し
た
こ
と
の
な
い
品
目
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
関
税
を
堅
持

す
る
こ
と
③
本
道
の
農
林
水
産

業
は
、
食
の
安
全
・
安
心
、
医

療
、
公
共
事
業
な
ど
本
道
経
済

や
道
民
生
活
に
影
響
が
生
じ
る

と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
交
渉

か
ら
撤
退
す
る
な
ど
、
万
全
な

対
応
を
行
う
こ
と
を
要
請
し
て

き
た
▼
そ
れ
ぞ
れ
の
国
会
議
員

か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に

な
っ
た
経
過
な
ど
が
話
さ
れ
、

「
北
海
道
農
業
に
影
響
が
な
い

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
る
」

と
の
決
意
も
聞
か
れ
た
が
、
条

件
闘
争
に
入
る
べ
き
と
の
空
気

も
あ
り
、
北
海
道
の
将
来
が
と

て
も
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記
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下士別小学校閉校式典で挨拶

林芳正農林水産大臣へ要請
元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

こ
れ
か
ら
も
、
交
渉
の
経
過
を

注
視
し
つ
つ
、
重
要
品
目
が
守

ら
れ
な
い
と
き
は
撤
退
す
る
気

概
を
持
っ
て
交
渉
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
る
。

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
！
』
こ
れ

は
、
昨
年
暮
れ
の
総
選
挙
で
の
自

民
党
の
選
挙
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る

▼
あ
れ
か
ら
わ
ず
か
３
ヶ
月
。
安

部
総
理
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
聖
域

な
き
関
税
撤
廃
を
前
提
と
し
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
」
と
し
て
、

３
月
15
日
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

を
表
明
し
た
▼
わ
ず
か
３
ヶ
月

で
こ
の
変
わ
り
ぶ
り
で
あ
る
。
国

民
を
愚
弄
す
る
の
も
い
い
加
減

に
し
て
欲
し
い
も
の
だ
▼
北
海

道
農
業
の
影
響
額
は
１
兆
６
千

億
円
。
農
業
生
産
額
の
半
分
が
影

響
を
受
け
る
計
算
だ
。
畑
作
や
酪

農
・
畜
産
の
影
響
は
特
に
大
き

い
。
こ
の
こ
と
は
、
地
方
の
影
響

が
大
き
い
と
言
う
こ
と
だ
▼
戦

後
の
日
本
は
、
日
米
同
盟
の
中
、

沖
縄
に
基
地
を
押
し
つ
け
成
長

し
て
き
た
。
今
度
は
農
業
を
捨

て
、
北
海
道
を
踏
み
台
に
し
て
成

長
す
る
の
だ
ろ
う
▼
ま
た
、
３
月

15
日
の
参
加
表
明
の
中
で
こ
う

も
言
っ
て
い
る
。「
自
助
自
立
を

基
本
と
し
な
が
ら
、
不
幸
に
し
て

誰
か
が
病
に
倒
れ
れ
ば
村
の
人

た
ち
が
み
ん
な
で
助
け
合
う
農

村
文
化
が
あ
る
」
と
…
。
自
助
自

立
と
は
、
国
は
何
も
し
な
い
と
言

う
こ
と
か
。
こ
れ
が
自
民
党
の
本

音
な
の
だ
ろ
う
。（
ゆ
う
こ
う
）


